
全国個性化

教育・ 1研究連盟 巨平：！：：し5日
第 15 号 染田屋識相·

問題に出会える学校‘’

・学校では、授業はもちろんのこと学校生活全体
において、子どもが失敗やトラプルを起こさない
ように、教師が先回りして安全で無難なレールを
敷き、子どもにその上を歩ませようとしがちであ
る。しかし、それではせっかくの良い学習の梱会
をわざわざなくしていることになる。

ある小学校 1 年生の学緻•での．ことである。その
子どもたちが育てたかぼちゃがた．｀くさんできたの
で、それを売ることにした。・・子どもたちは、町の
中へ出ていって売りたいと首う。お店やさんへ行
って値段も調べてきた。売れるょうにお店やさん
より安くして、一番小さいのが 50 円、その上が
.1 00 円、． 200 円、 250 円...という具合
に値段をつけたが、・教師としては心配であった。
お客さんが皆きちんとその値段を支払ってくれ
るとは限らず、おつりが必要になった時まだその
計算の仕方を習っていない子どもたちは困るだろ
う。では、・事前にその計算の仕方を教えるべきで
あろうか。しかし、今のこの子どもたちにとって
は三位数のたし算、ひき算は無理だろう。そうだ
とすれば機械的にでもおつりの出し方がわかるよ
させてお
な置慇Q
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て様々力：困難に出会い、自分たちの課題を背負っ
て帰っ：てくるこ‘•とを期待したい。聞けば、事前の
重伝も．．していないし、．．いつどう：いうところなら大
勢の人に来て．：もらえ｀そうかといぅことも考えでい
かという，、それなら、なおさら楽しみである C
きっと思ったようにお客さんが集まらなくて、そ
こでも問題を．がかえるであろう。
自分の問題に出会って、自分の知恵を最大限に

慟かせ、それを乗り越えようとするところにこそ
真の学習がある。今の力では適切な解決が無理で
あっても、後に三位数までのたし算、ひき算を学
習する課題に出会った時や 2 年生の社会科で店で
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常任理事東京学芸大学助教授平野朝久

はたらく人たちについて学習する課題に出会った
時に、この時の体験が蘇り、そういう課題に取り
組むことの意味付けがなされることにもなる。
ついでながら首わせていただくと、・私は、その

1 年生が無謀にも値段油ナ考えていぎなり町中へ
出て売ろうとする無鉄砲さを大事にしたい。大人
と比べれば経駿も知識も少なく、これ・から出会う
事態を予測でぎる，範囲も限られるために向こう見
ずな行動に出るだろうが、それだからこそ生の様
々な問題に出会えるのである。思いがけないこと'
に出会って，．とその感動もある。その子どもたちの
大胆なチャレンジ精神こそ大事にしたい。
今度、生活科が設置され、体験的な学習が推進
されようとしている。ところが，生活体験も教育
場面に持ち込まれた時、しばしば活動がスムーズ
に行われるように配慮されがちである。それでは
生活体験のもつ本当の旨味が失われてしまうよう
に思う。課題はこなしても本当の学習はないこと
になってしまう。 ..,: ·j•. 
こうしたことは、生活指導の面においても妥当

する。学校では、••子どもたちのトラプルを未然に．．
防ごうとすることが多い。なにか活動をする前に
教師の行う事前の説明や指示、注意の多いのには
うんざりする。たくさんの規則を定めて守らせよ
うとするのも問題を起こさせないためである。失
敗したり、•問題を起こすことによって取り返しが
つかなくなる場合は別としても、教師も子．どもも
問題が生ずるのを恐れないようになりたい。長し
て生じた問題を前にしてその都度子どもと教師と
が困り、どうしたらよいかを考えるところにこそ
良い学習があり、成長があるのである。 ・
学校にしてみれば毎年同じトラプルの緑り返
しになり、めんどうであるし、・見た目にも（外部
に対して）格好悪いが、学校というところは子ど
もが無難に通過すればよいところなのではなく、
学習し、人間として育つ場なのである。
社会へ出たら、失敗や問題を起こすことは許さ
れない。しかし、学校はそうではない。失敗後の
サポートをする良きアドパイザーとしての教師が
ついているのも学校なのである。もっとそうした

学校ならではの利点を生かしたいものである。
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第 2 回海外研修旅行
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今年は、第 2 回の海外研修旅行が実現し、 I 6 

名の会員が参加しました。

前半に、アメリカの主要都市を観光し、アメリ
•力という国に触れてから、後半、いくつかの学校

を訪問し、授槃の様子や施設を見学しました。
ー・日程 ー一

8 /18 ·サンフランシスコ

19,20 ・ワシントン • 
21. 22 .・ニ．ゴ．．．―-ヨーク

23, 24 ポ；；、トン
. ．（教育開発センクー訪問）

25 ナイアガラ

26 ，オウクレプ.. 

27 （小学校・大学訪問）

28 （小学校・中学校訪問）

. ミルウォ・・ーキー

'ｷ 2~. 30 サンフランシスコ経由で帰国
- .  

参加された皆さんに、感想をまとめていただき

ましたので、その一部をここに紹介させていただ

きます。
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個性化教育の原点
愛知県岡崎市野村鉦吉

・ニューヨーク・ハドソン川河口に立つ「自由の
女神」を、フェリーで島に渡り仰ぎ見た。この像

は自由を求め海を渡り来た幾千万の人々の胸をと
きめかしたごとだろう。原語はザ・スタチュー・

オプ・リパティ。自由の彫像である。情緒的な日

本人は陀像を女神にすり替えてしまう。アメリカ
独立戦争、フランス革命、黒人解放、天安門事件

、東欧の自由化のどの歴史を見ても血で血を洗っ
て自由を求めている。彫像の言葉には歴史0)匝み

．と厳しさがにじみ出ている。日本人は女神にすり
替えることで現実の厳しさと並さを見失わせる。
外交、構造協議、政策など日本人は誤訳で誤解し

捐ばかりし・、‘もの上馬鹿但，され、二流国（政治的
に）扱いされて：•いる現寒を痕視する必要がある。
日本の自立、日本の個性化のためとでも言いたい。

ワシントンでリンカ→ン像．に対而する。・アメリ
I 力の良心と酋える彼の偉大さに舶れた思いがする。
! It］時に彼の悲しみを観る。多民族国家のかかえる

！鎖富の差、犯罪の多発、民衆学力の低さ、産業の
I 

尋ヽ·

平成2年8月 1 8 日～30 日

空桐化的 I」。

アメリカの1広野をドライプしていく。なんと 1公

いことか。アメリカはその似大さすばらしさに限

りなさを感じる。また逆に悪さ欠点を数えだした
らごれまた限りない。底知れぬ奥行きの深さを改
めて実感した。••-iliiだけ見て言うのは危ない。地
理的にも東部と西部、北部と南部がかくも逃うも

のかというのも路ぎの••••つであった。
心に鮮やかさを残したものにウィスコンシン州
のオシオ小学校がある。オープン式の学校0)硲境
のすばらしさ、施設の良さ、先生の多さもさるこ

とながら、併設されている幼年学級 (1 年生0) iiij

段階）の壁のこの首菜I!
「 I am l(UO<l tliat I am Me._ ~•ra the unl;; Mc 

in thc wurld. 」. な．．．｀ " 

先生が、日本の「むすんで開い―t ••‘•そq)手を上
に•••」のように動作を入れて甑謡を幼児たもとい
くつも歌ってみえた。その歌の中のー・・つに上め言
珠がまた歌になってとびだしてきた• ・・→［私って
すばらしいものね、私は私だも 0)。私はこの1せの

中でたった一人しかいないもの。」 この幼少の
時からさりげなく蛮謡に託して自己の瑚厳と自信

を持つように歌いあげていく。これだ！！と私の胸
中に咆気が走った。個性化教育の原点がここにあ

る。 「自信を持ちなさい。自分をしづ．かり持ちな
さい。自己を堂々と主張しなさい。万もうルないと
この世では押しつぷされて生きていけないめ・よか
というように聞こえてきた。. • • : 、·.:-・

'ぅヽ

心

即製で子どもたらを指専される加膝先生
ー·----• • -——· • - 1 
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・ 日本の少＋じ少女も時代の変化によって自円を 1而 しい。休fitfi、講蕗も別。 1戎地（．．J．端がわからな
立させてやらないと駄t1 1：：と臼える。いじめや、 い。
登校拒否や、突然慈欲衷失0)怠学などでつぷれて 大学生は湖滋前のオリエンサ・ーション期だが、
しまう子がふえてきている。個性化教育してやら 行きかう学生は、皆直たいほど本をかかえて歩ぃ
ないと生きていけない時代になってしまったこと ていた。学生らしく梢楚である・。救投も業糾が少
を気づかせてくれた歌であり言鉛であった。 なければすぐに左述とのこと：C学究の匂いをたた

-----------·一 這虚であった。iぼ正な経験に燐訓したい。
アメリカ合衆国雑感 心憐骰羹億疇囮鴛詞｀•一ー・ー・--__  __.:,_...:,__; 

愛知県岡崎iii 岩附狼・盗子

Ope.n School Tourのはしに加えていただき、合

衆国の束油岸と中北部ウィスコンシン州の小中学
．校・大学を回らせていただいた。

．．ー・行のリーダーは加藤辛次教授であったが、先
生の親切と粕力で、市電・市パス・地下鉄をでき
るだけつかい、自由時1it]を多くとっていただいた

0)で、合衆国の人々や街の美懃を)JJl．で！感じとるご

とができ、旅は歩かなければだめだということを
今更ながらしみじみと感じさせられた。

9.• 一．＇ 1 ―.';’

．：：ポストン教育閲発センタ-·に．して．＇．
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サンフランシスコもワシントンもこ二：9．ーヨーク

もアメリカ人と思われる人は男女とも巨人が多く
太った人も多いu 一見スマー•卜な男性・女性でも
腰回りは太くがっちりしてHど倒される。特しこニュ
ーヨークは槃蔀街を歩く臼．黙・混血、とにかく
大きくたくましく無気味な感じすら与えられる。
治安も悪く、スリの被害にもあった。 ・
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ポストンに入ると古風な焦げ茶煉瓦のこじ !v ま
りした住宅が翌然と並び、読く再開発地のビル街
もきれいでゆったりと落ち着き、上品で美い‘紳
士・淑女を多く見かけた。
ウィスコンシン州オウクレア市• (Eai Claire) 

州都マジソン (Madis.on) では可愛い児童:.理知
的な大学生、品の良い教授方に多く接し、スーバ
ーで会う人々も売り子も振り向くような美人が多
かった。巨人も少ない。見た限り米国は北へ行く
ほど、田舎へいくほど美人や紳士が多いように思
えた。オウクレアでは夜戸締まりをしなくても心
配ないと言われた。

オシオ小 (Osseo) では教室の壁仕切りがなく

戸棚・教具等で隣り 0) クラスと筋単に区切られ、

（各学年 2 クラスずつ上下能力別）．授業は大部分
が自主学習で、各クラス 1 ~3名の教師が 1 名ず
つの児蛮を個別指犯していた。各組25名内外。静

かで•他のクラスに迷惑をかけることもない。
•新設のメドウピュー小（Meadowview) 、 9 年目
のサウスミドル中 (South Middle) とも中央 1こす

ばらしいメディアセンターーをもら、専科教貝も多
iぃ。日本の 3 倍近い教職貝の陣容で、これなら個
[1J教育も個性の伸長も自主学習もやりやすい。特
に中学の特別教窒の充実、室内プ••ルはうらやま
----------------
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オープンスクールツア．ーに参加して・，．． 、＿．
兵ii靱し田神i_j、Hi 谷 L-」国史

私は今回、幾つかの小：・中学校や救ri l#J光ゼン
し．、

夕｀ーを見学して感じJこ。・「｛認濯1アメ，リカの教育
の方が、金持ちt.I本の教育よりも、数かにllhに足
のついた教育を突践しているなあ。」と。．

アメリカの教育に学ぷとすればどんな所を学べ
ばよいのか。アメ、リカ在住の知人が「アメリカの
学校は『図魯館』をモデルにしている。ヨーロッ
パの学校は『家庭』をモデルにしている。」と言
っていたのが心に残った。
ま応教育現場と衷境設定者（校長・・教育委貝

会の人達等）との迎携がうまくいっている。良い
と思ったことは、すぐ実践できる柔軟な組織。
そして、とにかく空間に恵まれている。空間の

使い方がうまい。とても羨ましい。
また、教育を受ける側を主体に考えるために、

児窟·生徒ー•人当たりの教師数が多い。 （わざと
逆に苔いた。）児蛮•生徒一人当たりの学習材・
教材が多い。ということも円本との大きな述いだ
った。このことは、日本での個別化・個性化を進
めていく上で大事な考え方であると感じた。

l没後になるが、このツアーで私は、 3年前に共
に学んだ知人と再会できた。しかも彼は、ツアー

0)祖要な仕事である通訳·案内·述転手として来
ていたn 全くの偶然である。日本でなくアメリカ
で、しかもツアーの手伝いとして。ここまでの偶
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然は人の心に何か神秘的な感動を呼び起こさずに
はおかない。全個教遮に入会したことも、このツ

ふアーに参加したことも本当によかった。旧知の友
:r．いの楽し̀ :.4 日間もおまけについた、私にとって
．ですこぶ．る印象深いツアーだった。
・・ さらに機会があれば、他の国．々．の教育現場を見
たり：J．．．煕慰g践者との交流を深お知ヽ：ものだ。
-_-—----—`. __――「--------ァ広—
、もの教育・．．．．．．．．：｛．：象筐 . ．．’•砂．鷲

.、'. •・ ・東京部江衷区 ,jヽ堀l11 まり子
、：サンフラ．；唸シズコもワシ・シ：・トンD.C．も二～ーヨ
・ークも』、ポス.f.・ンも、あまn 印象に残つて.. いないo
冴ゥクレアのゅ刃たりじた：時岡の流れの中．｀で、初
めてアメリカ．を肌で感じ•左と·：とができた。；子供た
ちの笑韻、·先生方と片言セ話したひど時などが一
番の思い出となつた。 9
令度0旅で、一番印象深かったのは、オシオ小
学校内の幼稚園の先生がおっじゃった言葉fここ
・ヘ来て子供たちが．一番最初に学ぶのは、自分を愛
する心でず」だ。先生といつしよしこ子供たちが自
分自身を抱きしめている姿が今も目に浮かぶ。
「子供たちはまず何よりも自分．を大切にすること
を学び、その心がらまわりの・人たちを大切にする

|•心を育てていく」のだとおづしゃった先生の言葉
．に、アメリカの教育の姿勢を感じた。
: アメリカの子供たちは、幼い時から自分で選ぶ
ことを要求される。日本で、だれかが選んでくれ
る、またはセットされた生活に慣れた私は、食事
のメニューを選ぶだけでも迷ってしまった。自由
というものはーかなりめんどうなものだ。しか
し、・自分を大切にするためにすぺての人間は自由
でなければならない。

校内に配置された教具も奮子供の側に立ってい
た。・・・先生から教えこもうとするのでな<..子供が
選んで勝手に使えるようになっていたり、子供の
興味を誘うように気が配られていたりしていた。
また；：•かまくらのような逃げこめるスペースや、

カウンセリング専門の先生やカウンセリングルー
ムの内装や音楽に、子供の心を大切にしょうとす
る姿勢が感じられた。
自由の大切さや、自分を大切にする心を、私も

自分の子供たちの内に育てていきたいと思ぅ。 • 
もうひとつ、・・今度の旅が有意義だったのは、参

加した先生方が、青森から兵庫まで、またがって
いたため、色々な土地の学校の話が圃けたことで

ある。日本の中でも、学校によってこれだけ違い

があるのかと驚かされた。

たくさんの先生方と親しくお話をさせていただ

いて、本当に楽しい旅だった。

ロエ三ニョこの夏で会員数が500名を越え、念願の会
員名蹄もできあがりました。夏季研修会•海外研
修旅行ともに大きな咸果があがりました。参加で
きなかった会貝の皆様とも｀これから全国各池で
開かれる個性化教育の研究発表会で、•お会いでき
．たらと思います。
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会報の内容を一踊充実させるために、次のよう
なコーナーを設けたいと考えていますー 心
備阻北激育Q&Aコーナー） . 

. 本会の会貝の先生方は、それぞれの現場で個性
化教育を推進されていることと思います。実際に
個性化教育に取り絹まれて、また~- :.~れから取り
組むにあた~-~.;)抱え＇セおられる・疑問をお寄せく・
ださい。加藤先生；・高浦｀先生が答えてくださいま
す。

〈私の主張コーナー〉
ーロに個性化教育といっても、そのとらえ方や
方法は樟々です。会員相互で意見交換をし、さら
に深めていきたいと思います。あなたのお考えを
お寄せください~ • • .:. 
Tー ■■■9 ■-·■ 99 •一---- ■ ,--● •• 9 ●·-“..ー·--・---● 9•• • ~ 

海外研修旅行特集は、、いかがでしたか。このツ

アーがまだ終わらないうちから、・次回のツアーの
話も出始めていました。今回参加できなかった方
も、ぜひ次の機会にはご参加ください5
次号は、福岡での夏季研修会の特集をお送りす

る予定です。 • 

本年度の会費（個人3000円、団体5000円）
未納の方は；．至急納入願います。•

口座番号東京0-194394
加入者名・全国個性化教育研究連盟·

（事務局への問い合わせ・連絡先）．．
〒 114 東京都北区赤羽南1-16-2-504.'

. •. ·..庶務部長佐久間茂和
・ 己釈・←9.03-4780 ｷ: 

〒 114 東京都北区田端1-.io-2-201.
・・広報担当望月桂二.,.

803-822-1366 

〒236 神奈川県横浜市金沢区泥亀2-3-1...:203

事務局長・高浦勝義
（国立教育研究所） 803-714:..0111
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